
 

病院実務実習関連アンケート調査結果報告 

薬学生病院実習検討委員会 

 

【はじめに】 

薬学生病院実習検討委員会では，2018 年 1 月～3 月に病院実務実習受入状況等および「改訂

モデル・コアカリキュラム」、「薬学実務実習に関するガイドライン」について会員施設にアンケー

ト調査を実施しましたので、その結果について報告いたします。 

 

【回答施設数等】 

会員施設344施設に対しアンケートを配布し、88施設より回答を得た。回答施設全体では247

名の認定実務実習指導薬剤師が在籍していた。 

 

【実習受入状況】 

29年度受入状況（人）

機構 独自 付属 小計

Ⅰ期 4 184 64 252

Ⅱ期 8 188 64 260

Ⅲ期 9 160 63 232

その他 0 3 0 3

合計 747    

3 0 年 度 受 入 予 定 （ 人 ）

機構 独自 付属 小計

Ⅰ期 5 228 32 265

Ⅱ期 9 232 32 273

Ⅲ期 11 203 32 246

その他 0 1 0 1

合計 785  

04月 05月 06月 07月 08月 09月 10月 11月 12月 01月 02月 03月

0 39 0 9 382 40 73 46 34 0 0 0

29年度早期体験学習受入（人）

 

 

【改訂モデル・コアカリキュラム・薬学実務実習に関するガイドラインについての調査】 

【設問】（以下の各項目について）知っていますか？ 

１．学習成果基盤型教育（OBE；Outcome-Based Education） 

２．「薬剤師として求められる基本的資質」 

３．改訂モデル・コアカリキュラムの内容 

４．「代表的な疾患（8 疾患）」 

５．「実務実習ガイドライン」 

６．「薬局実習－病院実習」の連続した期での実習 

７ 実習時期の変更 

８．「ルーブリック評価」 

９．日病薬における「病院における長期実務実習に対する基本的な考え方」の改訂 

【設問】 

10．2019 年度の実習受け入れに向けて、準備を始めていますか？ 



 

 

図 1 知っていますか 

昨年に引き続き、各項目の認知度がどのように変化したかを見るために、2016 年と同じ内容

のアンケート調査を実施した（図 1）。 

 前回認知度が低かった項目のうち、「代表的な疾患（8疾患）」は 30％から 80％に、「薬局実習

－病院実習の連続した期での実習」が 26％から 74％に、「実習時期の変更」が 34％から 74％

に認知度が上昇していた。来年度からの本格実施を控えて先行導入を行う施設もあり、認知度が高
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まったと考えられる。「ルーブリック評価」についての認知度は、72％から 57％に低下している。

詳細は不明であるが、「十分理解している」と答えた割合が、44％から 13％に低下しており、先

行導入において実際に評価してみると、いままでの評価方法との違いに戸惑っていることが推察さ

れる。先行導入により理解が深まる反面、多くの課題が浮き彫りになってくることが予想される。

今後は当委員会において各施設の課題を吸い上げ、対応策を検討しフィードバックしていきたい。 

 

 

  

図 2 2019 年度の実習受け入れに向けて、準備を始めていますか？ 

図 2 に示すように、2019 年の実習受け入れの準備を開始していない施設が 40％（38 施設）

を超えている状況にあります。当委員会としても積極的に情報を提供し、各施設の準備促進を図る

べく活動しています。当委員会では、５月 14 日に「改訂薬学教育モデル・コアカリキュラムおよ

び新評価方法の先行導入に関する講習会」を開催しました。また、認定実務実習指導薬剤師は、改

訂コアカリに準拠した実習を実施するにあたり、アドバンストワークショップを受講していること

が望ましいとされているため、神奈川県薬剤師会との共催で、「認定実務実習指導薬剤師アドバン

ストワークショップ」を今年度すでに 2回開催しています。 

 実習を進めていくにあたっては、改訂コアカリ、実務実習に関するガイドライン、日病薬の基本

的な考え方の理解が必要ですので、実習受け入れ施設におかれましては、下記の URL 等で内容を

ご確認いただきたく、ご案内いたします。 

 

改訂薬学教育モデル・コアカリキュラム 薬学実務実習に関するガイドライン 

 → 文部科学省 薬学教育 

   http://www.mext.go.jp/a_menu/01_d/08091815.htm 

日病薬の長期実務実習に対する基本的な考え方 

 → 薬学教教育協議会 

   http://yaku-kyou.org/?page_id=116 

ルーブリックとは 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/015/attach 

/1314260.htm 

  

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

今後も薬学生病院実習検討委員会の活動にご協力をお願いいたします。 
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